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　ロボットが研究・開発されてきた背景の 1つに，人間
に代わって作業をすることへの期待があります．産業分
野で欠かせない存在となったロボットが今後，家庭内を
はじめとするエンドユーザのすぐ近くで活躍する未来の
ためには，もう一段階のブレイクスルーが求められてい
て，その 1つが触覚・力覚ではないかと私は考えていま
す．「ロボットが精密な位置制御を得意とする一方で，人
間はその触覚・力覚センシングとそれに基づく力制御を
得意とする．」このように対比づけるとき，人間の触覚・
力覚メカニズムの解明とその人工的再現，また触覚・力
覚を利用する機械制御は取り組むべき研究課題であると
いえます．ただし，人間またはロボットの力覚・触覚を
センシングすることと，人間またはロボットが力制御を
することは必ずしも一続きではなく，それぞれの目的に
沿って研究・開発されてきたことを，本特集の記事を通
じてあらためて認識しました．人間とロボットのそれぞ

れの構造が原理から異なることも考慮した，それぞれの力
覚・触覚メカニズムおよび制御メカニズムに則した手法の
探求がなされています．
　冒頭に述べた動機から本特集を企画しましたが，触覚・
力覚の話題は広いことに鑑みて，当該分野を俯瞰できるよ
うな特集にしたいと考えました．この期待に応える形で，
人間の触覚・力覚メカニズム，ロボット応用，人間への提
示，センシングと人工的再現，触覚・力覚に基づく制御，
さらに直接的センシングによらない作業タスクの実現と，
当該分野を多角的に捉える記事をご執筆いただきました．
企画の方向性や執筆者を決めるにあたっては，ゲストエ
ディタをお引き受けいただいた池田篤俊先生と山本晃生先
生に多くのご意見を賜りました．あわせて，企画を審議い
ただいた会誌出版委員会，記事の校閲をいただいた皆様，
取りまとめいただいた事務局の皆様に感謝申し上げます．
 （槇田　諭　記）
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